
金
滞
古
蹴
志
巻
サ
一

城
西
の
丸
に
村
井
盟
後
披
代
に
て
あ
り
し
時
、
大
納
言
様
上
方
よ
り

下
向
歩
成
、
御
振
舞
仕
候
へ
よ
し
御
意
に
て
、
盟
後
辞
有
存
じ
‘
御

成
有
ν
之
、
盟
後
手
前
に
て
御
茶
を
被
=
召
上
二
穂
山
五
兵
衛
・
寺
西
宗

奥
・
篠
原
出
m
k
E
謹
ん
で
罷
在
。
二
関
衣
に
て
紳
谷
信
濃
と
江
守

平
左
衛
門
と
、
ぎ
れ
言
の
上
に
か
ら
か
ひ
出
し
、
既
に
平
左
衛
門
思

ひ
切
り
た
る
幹
た
る
を
、
岡
田
長
右
衛
門
・
種
善
坊
中
へ
は
い
り
取
さ

へ
た
り
。
大
納
言
機
平
滞
茶
に
成
っ
た
程
に
、
菓
子
を
出
し
候
へ
と

御
挨
拶
被
註
を
し
ほ
に
仕
、
盟
後
御
前
を
罷
立
、
雨
入
へ
大
き
に
強

〈
具
見
を
申
候
へ
ば
、
平
左
衛
門
は
盟
後
が
取
次
に
て
出
、
信
濃
は

是
非
共
盟
後
に
引
廻
さ
れ
候
や
う
に
常
々
申
候
故
、
雨
人
共
し
づ
ま

り
迷
惑
仕
。
共
夜
大
納
言
様
御
寝
被
v
成
、
信
濃
を
殊
の
外
御
よ
ま
ひ

被
v
成
。
と
見
ゆ
。
叉
慶
長
四
年
二
月
、
徳
川
内
府
と
利
家
様
御
中
直

り
‘
利
家
様
伏
見
内
府
の
舘
へ
入
ら
せ
ら
れ
し
時
、
御
供
に
は
徳
山

五
兵
衛
・
粛
藤
刑
部
・
富
田
下
野
・
紳
谷
信
濃
・
小
塚
櫛
太
夫
・
村
井
勘

十
郎
、
此
六
人
被
且
召
連
-
た
り
。
右
世
上
騒
ぎ
の
時
分
、
利
家
様
に
て

内
談
の
事
を
、
共
日
内
府
方
へ
聞
え
候
由
に
付
而
、
徳
山
五
兵
衛
ぬ

し
の
手
前
申
ぬ
け
に
‘
紳
谷
信
浪
を
御
前
さ
L

へ
被
v
申
候
。
共
故
は

家
庭
内
に
紳
谷
普
左
衛
門
と
申
者
は
、
信
浪
い
と
と
に
て
、
共
に
付

の
由
民
て
‘
肥
前
様
被
a
仰
出
一
は
右
之
通
也
。
以
上
陳
善
録
に
載
せ
た

り
。
前
件
の
趣
共
に
て
も
、
紳
谷
氏
は
藩
組
利
家
卿
御
在
世
中
親
し

く
召
仕
は
れ
し
事
息
ひ
や
ら
れ
、
菟
逝
の
時
治
よ
び
葬
迭
の
時
・
な
ど

の
事
に
て
も
知
ら
れ
け
り
。
闘
屋
政
春
の
古
兵
談
に
-X
ふ
。
紳
谷
信
濃

は
.
利
家
卿
の
子
小
姓
立
に
て
御
取
立
た
り
け
る
が
、
無
類
の
堕
ら

し
き
仁
に
て
、
茶
の
湯
者
た
り
。
利
常
卿
御
若
き
時
分
、
信
濃
を
は

じ
め
彼
是
四
・
五
人
へ
御
茶
下
さ
る
。
信
濃
先
立
す
。
利
常
卿
露
地
口

ま
で
出
さ
せ
ら
れ
、
敷
居
を
御
挽
ひ
、
何
れ
も
へ
御
挨
拶
有
て
、
各

内
へ
入
り
け
る
時
、
信
濃
敷
居
を
戴
き

τ入
り
た
り
け
り
。
利
常
卿

甚
だ
御
感
被
v
成
け
り
。
共
後
江
戸
に
て
秀
忠
公
の
御
茶
湯
に
、
利
常

卿
御
上
り
た
さ
れ
し
時
、
印
ち
右
の
首
尾
に
・
注
さ
れ
た
り
。
秀
忠
公
、

扱
も
肥
前
は
珍
欺
事
を
せ
ら
れ
け
り
。
克
・
な
る
事
と
大
方
た
ら
宇
御

感
あ
り
け
り
。
後
に
此
事
を
利
常
卿
に
等
ね
ら
れ
し
方
あ
り
け
る

に
も
利
常
卿
、
肺
谷
信
濃
と
い
ふ
家
来
に
脅
ひ
た
り
と
仰
せ
ら
れ
た

る
よ
し
、
菊
池
大
事
語
る
。
と
あ
り
。
三
州
志
健
装
飴
考
に
云
ふ
。
一
柳

谷
信
濃
守
守
孝
男
子
な
き
故
に
.
横
山
長
知
の
三
男
式
部
長
治
を
女

帯
広
命
ぜ
ら
れ
、
紳
谷
式
部
と
云
ふ
。
慶
長
十
年
横
山
因
幡
卒
L
.

此
の
時
式
部
を
因
幡
の
養
子
に
命
ぜ
ら
れ
、
因
幡
遺
知
の
内
五
千
石

金
期
古
蹴
志
容
廿
一

こ

O

右
騒
ぎ
の
時
分
信
濃
を
ば
さ
h

へ
辞
申
候
。
色
々
物
語
有
ν
之
。
さ

て
三
月
八
自
民
内
府
御
蹴
返
し
に
御
越
有
問
、
法
印
許
同
道
に
て
御

越
、
御
雑
煮
・
御
吸
物
に
て
御
張
舞
。
本
酌
紳
谷
信
濃
、
加
へ
村
井

勘
十
郎
設
し
、
御
吸
物
の
時
勘
十
郎
酌
仕
.
御
万
御
出
し
候
。
さ
て

利
家
様
間
三
月
三
日
の
朝
御
遼
行
、
御
近
所
に
居
申
者
は
、
我
等
顔

を
見
度
候
は
H

晶
、
中
の
間
ま
で
来
り
水
を
上
候
様
に
と
御
遺
言
の

曲
、
上
様
・
肥
前
様
よ
り
被
a
仰
出
↓
信
濃
・
勘
十
郎
爾
人
罷
越
、
信
濃

は
御
抱
え
申
、
勘
十
郎
は
貝
に
て
水
を
奉
り
け
り
。
明
る
四
日
.
御

死
骸
御
遺
言
の
如
く
長
持
に
入
、
加
州
へ
御
下
し
被
v
成
。
御
供
紳
谷

信
浪
・
橋
本
宗
右
衛
門
也
。
共
頃
篠
原
出
羽
は
金
滞
よ
り
御
見
廻
に

被
=
罷
登
一
御
供
候
て
被
=
罷
下
↓
卯
月
八
日
金
揮
に
て
御
葬
雄
、
御
位

牌
は
篠
原
出
初
、
ぢ
ん
の
柱
に
火
を
付
候
は
竹
岡
宮
内
、
天
が
い
は

紳
谷
信
浪
、
皆
々
目
録
に
・
な
り
肥
前
様
へ
上
り
た
り
。
此
天
査
の
事

に
付
き
、
篠
原
出
mm
と
紳
谷
信
濃
と
既
に
喧
嘩
あ
ら
ん
と
す
る
時
、

賓
岡
寺
堂
顕
も
御
出
、
皆
h
k

暁
に
て
済
み
た
り
。
共
故
は
天
涯
軍
〈

候
問
、
内
の
者
二
・
三
人
も
潟
ν
持
可
v
申
由
、
信
濃
被
'
申
に
付

τ
の
事

也
。
さ
て
頭
を
そ
り
候
は
、
出
羽
・
信
浪
・
勘
十
郎
三
人
也
。
元
結
を

切
候
は
、
主
水
・
左
太
夫
・
孫
平
次
、
共
の
外
に
も
有
ν
之
候
一
。
御
遺
言

を
賜
は
り
、
再
び
横
山
と
す
。
然
る
に
寛
永
六
年
紳
谷
守
孝
卒
す
。

遺
知
九
千
石
の
内
四
百
石
は
、
長
治
の
室
へ
賜
は
り
、
三
千
石
は
、

長
治
の
子
式
部
長
昌
・
へ
賜
は
り
、
命
に
依
っ
て
紳
谷
丹
波
と
稽
す
る

鹿
.
同
廿
年
長
治
卒
し
、
遺
知
一
高
石
を
長
昌
へ
賜
は
り
、
命
に
依

っ
て
横
山
式
部
と
稀
す
。
此
の
時
長
昌
の
弟
大
磯
隆
正
へ
、
長
昌
是

ま
で
賜
は
り
し
三
千
石
を
脇
は
り
・
紳
谷
丹
波
と
姓
名
を
改
め
ら
れ

て
、
信
渡
守
守
孝
の
後
と
す
。
然
る
底
に
丹
波
隆
正
に
子
訟
く
、
家

絶
ゆ
る
ゆ
ゑ
に
、
中
川
大
隅
の
子
治
部
守
易
は
、
丹
波
隆
正
の
従
弟

た
れ
ば
召
出
さ
れ
、
三
千
石
を
賜
は
り
、
改
姓
す
べ
き
皆
命
あ
り
て

紳
谷
治
部
と
披
す
。
是
卸
ち
今
の
治
部
が
家
系
な
り
と
い
へ
り
。
紳

谷
氏
の
子
孫
、
後
に
種
々
縛
鑓
し
て
連
綿
す
と
い
へ
ど
も
‘
血
統
平

〈
断
絶
し
て
家
系
存
す
る
の
み
。

O 
M 司

J、

町

亀
尾
記
に
云
ふ
。
此
町
内
は
今
小
家
多
く
.
共
町
僚
も
漸
4
身
を
容

る
L
の
み
。
故
に
商
い
ふ
欺
と
。
今
按
宇
る
に
、
穴
町
は
後
人
の
呼

ぴ
誤
り
た
る
も
の
に
て
‘
本
名
は
穴
生
町
た
る
べ
し
。
穴
生
は
石
積

を
い
へ
り
。
園
初
の
頃
穴
生
方
の
者
共
、
愛
に
邸
地
を
賜
は
り
居
住

せ
し
ゅ
ゑ
‘
穴
生
町
と
は
呼
び
た
る
怠
る
ぺ
し
。




